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第 25 回 河川情報取扱技術研修 

 
株式会社ハレックス  参与 
元気象庁予報部予報課長   市澤 成介 

 
１ 豪雨事例 

 
1.1 平成 30 年 7 月豪雨(西日本中心とした記録的な豪雨) 
東シナ海を北上した台風第 7 号は 3 日には九州西海上を北上した後、北東に向きを変え対馬海峡付

近を通り、日本海で温帯低気圧に変わった。一方、北海道付近まで北上していた梅雨前線は、この低

気圧の通過後の 5 日には西日本まで南下し活動が活発化し、8 日にかけて停滞した。 
この前線や台風第７号の影響により、日本付近に暖かく非常に湿った空気が供給され続け、西日本

を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨となり、岡山、広島、愛媛を始め、九州北部から東海にか

けて多くの観測地点でこれまでの 24 時間雨量や 48 時間雨量の記録を上回った。特に 6 日には、各地

で激しい雨となって、6 日 17 時過ぎには福岡県、佐賀県、長崎県に、20 時前には岡山県、鳥取県、広

島県に、23 時前には京都府、兵庫県に大雨特別警報が発表された。さらに、7 日 13 時前には岐阜県に

も大雨特別警報が発表され、8 日 6 時前には愛媛県、高知県にも大雨特別警報が発表される極めて異常

な事態となった。 
このため、各地で河川の氾濫、浸水害、土砂災害等が多発し、死者、行方不明者 200 名を超える近

年例を見ない甚大な災害となった。 

 

 

1.2 平成 29 年 7 月九州北部豪雨(5 日、福岡県筑後北部から大分県西部で記録的な豪雨) 
7 月 5 日、朝鮮半島南部から中国地方にのびていた梅雨前線がゆっくり南下し、九州北部地方にかか

り、6 日昼過ぎにかけて停滞した。このため 5 日昼過ぎから福岡県や大分県、佐賀県などで局地的に非

気 象 の 知 識 - -気 象 災 害 と 気 象 情 報 - -  

上段：左から広島県志和の時間雨量の経過、地上天気図、レーダーエコー図    
下段：左から土砂災害警戒判定メッシュ情報、大雨警報(浸水害)の危険度分布、洪水警報の危険度分布  

時間は全て 7 月 6 日 21 時。濃い紫部分が災害発生の危険度が最も高くなった地域。 

地上天気図 7 月 6 日 21 時 レーダーエコー図 

土砂災害警戒判定メッシュ情報 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布 
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常に激しい雨が降り、特に福岡県筑後北部から大分県西部にかけて、線状降水帯が形成されて猛烈な雨

が降り続いた。この記録的な豪雨のため、17 時 51 分に福岡県に大雨特別警報を発表し、19 時 55 分に

大分県にも大雨特別警報を発表した。 
雨の激しさは福岡県に記録的短時間大雨情報が 15 回発表されるほどの前例を見ないものであった。

福岡県朝倉市では、１時間に 129.5 ㎜の猛烈な雨を記録し、5 日の日雨量は 516 ㎜に達した。これはこ

の地点の従来の日最大雨量の 2.4 倍に達するものであった。また、福岡県の観測によると、朝倉市黒川

の北小路公民館では 24 時間雨量が 829 ㎜に達した。九州北部地方では、1957 年 7 月の諫早豪雨(西郷

で日雨量 1109.2 ㎜を記録)以来ともいえる記録的な豪雨であった。 
この豪雨により、河川のはん濫、土砂災害が頻発し、福岡・大分両県で死者・行方不明者 41 人、住家

全壊 288 棟、床上・床下浸水 1549 棟に及ぶ甚大な被害が発生した。 

 

1.3 平成 27 年 9 月関東・東北豪雨 
 台風第 18 号は、9 月 9 日 10 時過ぎ愛知県に上陸し日本海に進んだ後、夜には温帯低気圧に変わっ

たが、この台風に向かって南から湿潤な空気が帯状に流れ込み、関東地方から東北地方では記録的な

大雨となった。9 月 7 日～11 日までの総雨量は栃木県日光市今市で 647.5 ㎜、宮城県丸森町筆甫で

536 ㎜を観測するなどで、これまでの大雨の記録を大幅に更新したところがあった。特に、栃木県内

で記録的な雨となった所が鬼怒川流域に重なったこともあり、鬼怒川が氾濫するなど大きな被害が出

た。台風に伴う大雨域は、台風中心から離れた場所で現れることが多い。この事例では、台風中心は

東海地方から日本海中部に進んだが、大雨の中心は、

かなり離れた関東から東北地方であり、台風通過後に

南海上から湿潤な気流が帯状に連なってこの地域に流

入し続けたためである。 
なお、平成 10 年 8 月末豪雨により、栃木県と福島

県境付近を中心に記録的な豪雨があり、土砂災害や浸

水害が多発し、死者・行方不明 22 名の大災害があっ

た。この時、那須で 27 日の日雨量 607 ㎜と従来の一

位の記録の 3 倍に達する極めて異常な降り方をした。

この事例は東北地方南部に停滞していた前線に向かっ

て、日本の東に中心を持つ高気圧の縁に沿って南海上

にあった台風 4 号も係って、暖湿な気流が関東平野に

平成 10 年 8 月 26 日～28 日那須町での時間雨量の経過 

上段：左から北小路公民館の時間雨量経過、地上天気図、高解像度ナウキャストに発雷情報を重ねたもの 
下段：左から土砂災害警戒判定メッシュ情報、大雨警報(浸水害)の危険度分布、洪水警報の危険度分布 

時間は全て 7 月 5 日 18 時。濃い紫部分が災害発生の危険度が最も高くなった地域。 

地上天気図 7 月 5 日 18 時 
レーダーエコー図 

土砂災害警戒判定メッシュ情報 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布 
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流入したためである。この 2 つの豪雨域は 50km 程度しか離れていない所で起こった。これは、近隣

での豪雨で何もなかったから、この地は大丈夫とお墨付きを与えたわけではないことを示している。 

 

 

 

2 近年の豪雨の特徴 
  

近年、全国各地で顕著な豪雨災害が起こっている。これらの事例から近年の豪雨の特徴を見る。 

 

特徴１： その地方にとって記録的な降雨の例が多い。 

右表は、近年発生した主な豪雨災害事例

で記録的な大雨となったものを抽出した表

である。ここでは、「記録的」の判定は、

その事例での日降水量がその地方の過去の

最大雨量の 1.7倍を超える大雨となったも

のを取上げた。2倍を超えた事例は赤字で

示した。また、星印を付した事例では、大

雨特別警報が発表された事例である。 

こうした記録的な豪雨の発現は近年に限

ったわけではないが、最近は毎年どこかで

発生するなど、多くなったように感ずる。

そして、その発生地域に地域的な偏りはな

く、全国各地で発生している点にも留意し

たい。 

 

9 月 7 日～11 日の総雨量分布図 

上左: 関東地方にかかる降水帯の時間変化 
上右: 期間内総降水量分布。 
下左: 鹿沼の降雨の時間経過。8 日 15 時～10 日 15 時 
下右: 台風経路図。台風が日本海に進み温帯低気圧に変

わってから関東北部で大雨が続いた。 
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特徴２： 短時間強雨が増加傾向にある。 

 1時間雨量が 50㎜を越える激しい雨の

発生回数をアメダス観測地点において数え

たもので、1000 地点当たりの発生回数と

して示した。これによると年々の変動は見

られるが、確実に増加しているよう見るこ

とができる。1時間 50mm以上の雨は、夏

の雷雨による単発型と、台風や梅雨前線に

より、連続的降雨の中で起こるものがあ

り、数時間この強度の雨が続くときは、大

きな災害に結びつく。ただ、単発型でも道

路冠水等に対する警戒が必要となる。 
 

 

特徴３： 日雨量が 200 ㎜以上の発生数は年々の変動が大きいのが目立つ。かつ、やや増加傾向にある。 

 日雨量が 200 ㎜以上の発生回数を 1 時間

50 ㎜以上の図と同じ手法で作成したもので

ある。これによると、年々の変動が大きい

のが目立つ。特に発生数の多い年を見る

と、平成 23 年と平成 16 年が突出してい

る。平成 23 年は台風 6 号、12 号、15 号に

加え、新潟・福島豪雨が発生し、平成 16
年は台風が日本列島に 10 個上陸し、新

潟・福島豪雨や福井豪雨も発生した。反対

に、平成 20 年は上陸台風が 0 個で、200
㎜以上の発生数が少なかった。このように

台風の接近・上陸数の変動と連動する傾向

も見られる。なお、200 ㎜以上の発生数

は、年々の変動が大きい中でもわずかであ

るが増加の傾向も読み取れる。 
なお、グラフには風水害による死者・行方不明者数を赤棒で重ねた。大雨の発生事例の多い年と死

者・行方不明者数の多い年とが対応していることがわかる。1 日 200mm を超えるような雨が予想され

る場合には、大雨災害に対する一層の警戒が必要なことを示している。 
 
 
 

3 豪雨予測の現状 
 
 地震のように不意を突く現象と違って、低気圧や台風などの気象現象は予測が可能といえる。た

だ、予測が可能といっても、全ての気象現象を的確に予測できるわけではない。低気圧や台風のよう

な規模の大きい気象現象はかなり的確な予測ができるようになったが、短時間で急激な変化が起こる

雷や竜巻などの予測はまだまだ困難な状況といえる。 
気象庁では、日本周辺で起こるさまざまな気象現象を地上気象観測、高層気象観測、気象衛星観

測、レーダー観測、アメダス観測等を用いて常時監視しており、刻々と変化する気象現象の盛衰など

を詳細に捕えるよう努めている。これらの観測成果はリアルタイムで一般に提供している。 
各種の観測手段で得た結果を基に、地上・高層天気図等を作成し、低気圧や台風の発達や移動を捕

らえ、これから将来の低気圧や台風の位置や勢力を予想している。その予測手法の中心となっている

のが数値予報である。数値予報モデルにはさまざまな気象観測資料が取り込まれ、大気の流れや水蒸

気分布などをさまざまな物理方程式などによって計算し、台風の動きや前線の動向を予測している。

数値予報モデルの改良は年々進められており、モデルの中には、海陸分布、地形も細かく組み込まれ

ており、地形による降雨の増幅なども予測可能となり、数値予報モデルの予測精度は確実に向上し

ている。 
現在、気象庁は全球モデル(全球 20km 格子、11 日先迄)、メソモデル(日本周辺 5km 格子、39

時間先迄)、局地モデル(日本周辺 2km 格子、9 時間先迄)を運用している。 
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参考までに、台風の進路予報の精度変化を示

す。年毎の変動は見られるものの、台風予報の

精度は確実に向上していることがわかる。数値

予報の精度の向上を受けたものである。 
しかし、台風の接近に伴ってあなたの町で何

時頃から何時頃にかけて、どの程度の強さの雨

が降るかという予測はまだ十分ではない。台風

進路の精度が上がった数値予報モデルでも、一

つ一つの雨雲の発達・衰弱の予想はまだ十分に

できない。しかし、雨雲の発達しやすい状況に

あることは予測できるので、「明日は近畿地方

北部で大雨が降る」程度の情報は数値予報モデ

ルの予想結果を用いて出すことができる。 
ところが 2、3 時間先の雨の予測では、一つ一つの雨雲の発達・衰弱が大きく影響するため、レーダ

ーやアメダスによって得られる詳細な降水分布を活用した「降水短時間予報」という手法を用いてい

る。雷雨性の激しい雨は短時間に急激な変化が起こるので、現在の降雨の状況を短い時間間隔で把握

して、これを初期値として、6 時間先までの各 1 時間雨量を 1km 四方の細かさで予想し提供してい

る。降水短時間予報は、10 分毎の高頻度で予想を作成して発表することで、急激な雨雲の変化を取り

込んで、予測精度の低下を補っている。 
 また、最近の激しい雨の降り方では、わずか 5 分か 10 分の間に急激に発達した雷雲によって浸水等

の被害が出る例がある。このような急激な変化に対応するためには、降水 6 時間予報では追随が困難

なため、5 分刻みのレーダーで捕らえた雨雲を使って、これまでの雨雲の変化を補外して、1 時間先ま

での降水域の変化を予想する「高解像度降水ナウキャスト」を発表している。高解像度降水ナウキャ

ストは、気象庁のレーダーに加え国土交通省の X バンドレーダー等も活用し、5 分刻みの降水域と降

水強度を 30 分先までは 250m 四方の細かさで、その後の 30 分は 1km 四方の細かさで予想を行って発

表するもので、5 分毎に更新している。 
 さらに、気象庁は 2018 年 6 月 20 日より、「降水 15 時間予報」を始めた。これは、メソモデルと局

地モデルの予測を統計的に処理した結果を組み合わせ、降水量分布を作成する。予報開始時間におけ

るそれぞれの数値予報資料の予測精度も考慮した上で組み合わせて予測を行うもので、「降水 6 時間予

報」より先の 7 時間先から 15 時間先まで、1 時間雨量を 5km 四方の細かさで予想している。 
降水ナウキャスト、降水短時

間予報、降水 15 時間予報は、

それぞれ以下のように警報・注

意報や大雨・洪水警報の危険度

分布と併せて利用することで、

避難行動や災害対策に役立てる

ことができる。 
【降水ナウキャスト】 

数十分程度の強い雨で発生す

る都市部の浸水害などでは、降

水ナウキャストが迅速な防災活

動に役立つ。30 分先までを

250m×250m 格子毎の降雨分布

で見られる高解像度降水ナウキ

ャストと、1 時間先までを 1km×1km 格子毎の降雨分布で見られる降水ナウキャストがある。 
【降水短時間予報】 

数時間先までの大雨の動向を降水短時間予報により把握した上で、警報や危険度分布により数時間

先までの災害発生の危険度の高まりを確認することで、避難行動の判断の参考にすることができる。 
【降水 15 時間予報】 
さらに長時間の大雨の動向を降水 15 時間予報で把握できるため、特に大雨注意報の中で「夜間から

明け方に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い」旨に言及されているときなど、暗くなる

前の夕方のうちに夜間から明け方の大雨の動向を把握し、早めの避難行動や災害対策に役立てること

ができる。 

10 分毎に更新 

1 時間毎に更新 
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4 大雨時の気象情報 
 
気象情報は防災担当者にとっ

ては、予防段階から災害発生時

に不可欠な情報である。勿論、

急傾斜地や、河川近傍の住民に

とっても、市町村からの避難勧

告・指示を待つのでなく、大雨

への早めの対応を取るために重

要な情報である。気象台が発表

する気象警報・注意報、情報に

ついて解説する。 
右図は大雨により、土砂災害

の危険度が高まる時その切迫度

に応じた、防災気象情報の発表

の流れを示したものである。 
 

4.1 防災気象情報と警

戒レベルとの対応 
今年から、自治体や気象庁等

から発表される防災情報を用い

て住民がとるべき行動を直感的

に理解しやすくなるよう、「5 段

階の警戒レベル」を明記して防

災情報が提供されるようになっ

た。 
自治体から避難勧告・避難指

示（警戒レベル４）や避難準備・

高齢者等避難開始（警戒レベル３）等が発令される。一方で、多くの場合、気象台が発表する防災気

象情報は自治体が発令する避難勧告等よりも先に発表される。上図に示すように、防災気象情報は、

相当する警戒レベルを示して発表される。防災気象情報を活用し、早期により的確な対策をとるこ

とが大切である。下図は、警戒レベルと避難情報、防災気象情報の関係を示したものである。 
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４.2 早期注意情報(警報級の可能性)(警戒レベル 1) 
 警報級の現象(台風や低気圧・前線など)が

5日程度先までに予想される場合には、この

現象による警報発表の可能性を「早期注意情

報(警報級の可能性)」として｢高｣｢中｣の 2段

階の確度を示して発表される。警報級の現象

は、一度発生すると命に危険が及ぶなど社会

的影響が大きいため、可能性が高いことを示

す「高」だけでなく、可能性が高くはないが

一定程度認められることを示す「中」も発表

される。 

早期注意情報は、主に 2 つの役割を持ち、

一つは、夜間の避難等の対応を支援する観点

から、可能性が高くなくても、「明朝までに

警報級の現象になる可能性」を示すなど、明

日までを対象としたもので、一次細分予報区

単位で発表される。［高］が発表されたとき

は、危険度が高まりつつあり、「警報に切り

替える可能性が高い注意報」や「予告的な府県気象情報」がすでに発表されているか、まもなく発表す

ることを表している。一方、［中］が発表されたときは、可能性は高くはないが、命に危険が及ぶような

警報級の現象となり得ることがあることを表している。 
もう一つの役割は、明後日から 5 日先までの「警報級の可能性」に関する情報で、台風等の防災対応

のタイムライン支援の観点から、数日先までの警報級の現象になる可能性を提供するもので、［高］や

［中］が発表されたときは、これから発表される「台風情報」や「予告的な府県気象情報」の内容に十

分留意するなどで、早めの心構えとして活用が期待される。 
 

4.3 注意報(警戒レベル 2)、警報(警戒レベル 3相当) 
大雨や洪水等の注意報・警報は、市町村を対象に発表される。面積が広大な市等については、2,3 に

分割した地域を対象に発表されるところもある。大雨地域が限定される局地的な現象では、市町村を特

定して警報が発表されるので、防災対応が執りやすくなる。 

大雨注意報、警報は、土砂災害の危険度の高まり、浸水害の危険度の高まりに応じて、洪水注意報・

警報は、洪水害の危険度の高まり

に応じて、発表基準を設けて運用

している。基準は、それぞれの災

害との対応が良いとされる「土壌

雨量指数」「表面雨量指数」「流域

雨量指数」を用いている。これに

ついては後で述べる。 

注意報発表の時点で、例えば夕

方から警報級の大雨が予想される

場合などには、注意報文中に「警

報に切り替える可能性が高い」こ

とを示すことがある。早期の対応

を呼びかける手段となっている。 

また、気象警報・注意報の内容に

ついて、どの程度の危険度の現象

がどのくらい先の時間帯に予想さ

れるかを分かりやすく伝えられる

よう各現象の危険度を色分けして

表示される。また、1 時間雨量の最大値、最大風速等も表示され、気象警報・注意報で発表する危険度

や切迫度が視覚的に分かるようになり、自らの地域に迫る危険の詳細を素早く把握でき、的確な防災行

動に結び付きやすくなることが期待される。 

気象庁 HPの警報・注意報のページでお住まいの市町村を指定して、見ることができる。 
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4.4 土砂災害警戒情報(警戒レベル 4相当) 
 
 土砂災害の危険度が高まった場合には、「土砂災害警戒情報」を発表する。 

土砂災害警戒情報は、大雨警報発表時で

土砂災害の危険性が高まった場合に、都道

府県と気象庁が共同で、市町村単位に土砂

災害の危険度を発表する情報である。 
土砂災害警戒情報の発表は、大雨警報発

表中に降雨の 2 時間先までの予測値が監視

基準に達した場合に行い、解除は観測値が

監視基準を下回り、かつ短時間で再び監視

基準を超過しないと予想される場合、若し

くは、雨の降らない状態が長時間続いてい

る場合に行う。基本的に大雨警報(土砂災

害)が発表されている場合に発表される土

砂災害警戒情報は、土砂災害の危険性が一

層高まっていることを示す情報として認識

してほしい。発表例を示す。 
なお、土砂災害警戒情報は、降雨から予

測可能な土砂災害の内、避難勧告等の災害

応急対応が必要な土石流や集中的に発生す

る急傾斜地崩壊を対象としている。技術的

に予測が困難である地すべり等は、土砂災

害警戒情報の発表対象とはしていない。ま

た、個別の災害発生箇所・時間・規模等を

詳細に特定するものでもない。 
 

4.5 警報の危険度分布の発表 
 

土砂災害に関する「大雨警報(土砂災害)の危険度分布」（土砂災害警戒判定メッシュ情報）に加え、浸

水害に関する「大雨警報（浸水害）の危険度分布」や洪水害に関する「洪水警報の危険度分布」につい

て、警報・注意報が発表されたときに、実際にどこで警報・注意報の基準に到達すると予想されている

のかが一目で分かる「危険度分布」の提供を行っている。 
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前頁の図は雨によって引き起こされる災害発生の危険度の高まりを評価する技術の概要を示したも

のである。雨による災害発生の危険度を指数化した「土壌雨量指数」、「表面雨量指数」、「流域雨量指

数」の 3 つの指数と警報・注意報等の基準を用いて、雨によって引き起こされる災害の危険度の高ま

りを評価判断し、危険度分布の予測を提供する。この情報は、警報等を補完する役割を持つ。 

 
平成 29年 7月 5日島根県に大雨特別警報が発表された時の各危険度分布図とレーダーエコー図 

上左図:土砂災害警戒判定メッシュ情報、上右図:大雨警報(浸水害)の危険度分布図、下左図:レ

ーダーエコー図は 5日 4時 0分、下右図:洪水警報の危険度分布図は 5日 7時 0分のもの。 

土砂災害警戒判定メッシュ情報は 1km格子での危険度を大雨警報(土砂災害)、土砂災害警戒情報

の基準により、階級分け表示。 

大雨警報(浸水害)の危険度は 1km 格子での危険度を警報・注意報の基準により階級分け表示。 

洪水警報の危険度は図中の細い線が河川の流路を示しており、それぞれの河川の危険度を色分け

表示。また、洪水警報の危険度分布図の太い線は洪水予報指定河川に発表されている洪水予報の

階級を示す。 

 

 

４.6 特別警報(警戒レベル 5相当) 
 

気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報

を発表して警戒を呼びかけていました。これに加え、

この警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波等

が予想され、重大な災害の危険性が著しく高まってい

る場合、新たに「特別警報」を発表し、最大限の警戒

を呼び掛けることとした。 

気象等の特別警報の基準は都道府県知事及び市町村

長の意見を聴いて決めるが、数十年に一回起こるよう

な特に異常な現象により、重大な災害が著しく大きく

なると予想される場合を想定し、伊勢湾台風級の台風

の襲来が予想される場合や、平成 23 年台風第 12号に

よる紀伊半島南部の記録的な大雨に匹敵するような異

常な大雨が予想される場合としている。 

 

レーダーエコー図 
洪水警報の危険度分布 

土砂災害警戒判定メッシュ情報 大雨警報(浸水害)の危険度分

布 
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【大雨特別警報の発表事例】 
平成 25 年 8 月 30 日に運用を開始し

て以来、右表に示す現象時に特別警報を

発表した。今年も 7 月に長崎県五島・対

馬に、8 月に佐賀、福岡、長崎の各県に

大雨特別警報が発表された。 
平成 26 年の台風 8 号は、沖縄本島、

宮古島地方に猛烈な勢力で接近すると

の予報で暴風、大雨、波浪、高潮の警報

を発表された。この台風 8 号が沖縄本島

から遠ざかったことで特別警報を解除

した後、沖縄本島地方では、雨が一層強

まり、数十年に 1 度の降雨量となったた

め、再度の大雨特別警報の発表となっ

た。 
 

【大雨特別警報の運用基準】 
気象庁は大雨特別警報の発表の目安

として、48 時間雨量、3 時間雨量、土壌

雨量指数の 50 年に一度の値を 5km 格

子で求めている。各地の目安となる数値

は右表のとおりである。参考に大雨警

報・注意報の基準値を示すが、共通する

要素は土壌雨量指数で、これを比較する

と、特別警報は極めて異常な状況下で発

表されることがわかる。 
この値は目安であり、実際の大雨特別

警報の発表は、以下①又は②いずれかを

満たすと予想され、かつ、更に雨が降り

続くと予想される場合に行う。 

① 48時間降水量及び土壌雨量指数にお

いて、50 年に一度の値以上となった

5km 格子が、共に府県程度の広がりの範囲内で 50格子以上出現。 

② 3 時間降水量及び土壌雨量指数において、50 年に一度の値以上となった 5km 格子が、共に府県程度

の広がりの範囲内で 10 格子以上出現（ただし、3 時間降水量が 150mm 以上となった格子のみをカウ

ント対象とする）。 

ただし、発表条件にあるように地域的な広がりがある場合との条件が付いているので、１市町村でこ

の基準値を超えても発表されない場合もある。 
 
【大雨特別警報の留意点】 
● 最初の大雨特別警報は、平成 25 年台風第 18号接近時による大雨で、京都府、滋賀県、福井県を対

象に発表された。しかし、同年の台風第 26号により、伊豆大島で記録的な大雨によって甚大な被害が

出たが、この時は大雨特別警報が発表されなかった。大雨特別警報の運用はある程度の広域を対象とす

る形のため、このようなことが起こることを知っておく必要がある。 

● 「大雨特別警報」などの「特別警報」が発表された場合は、お住まいの地域は数十年に一度しかな

いような非常に危険な状況にある。ただちに命を守る行動をとること。また、この数十年間、災害の経験が無

い地域でも、災害の可能性が高まっているので、油断しないこと。  

● この特別警報は、警報の発表基準をはるかに超える現象に対して発表されるものである。特別警報

が発表されないからと言って安心することは禁物である。警報はこれまで通りの基準に基づき大災害

のおそれがあるときに発表されるので、警報発表段階で市町村等の指示に従って避難するなど、これま

でどおりの対応や警戒が必要である。また、現象の進行に応じて発表される気象情報、注意報、警報を

活用して、早め早めの行動をとるよう心掛けること。  

 

大雨警報 大雨注意報

48時間雨量 3時間雨量 土壌雨量指数 土壌雨量指数 土壌雨量指数

札幌市 235 91 168 131 77

仙台市東部 353 134 230 101 80

新宿区 374 165 246 180 127

新潟市 313 128 204 119 89

名古屋市 416 183 257 130 92

神戸市 428 150 251 123 88

広島市 435 153 262 108 82

高知市 1070 243 445 243 184

福岡市 488 190 274 144 100

鹿児島市 500 178 285 150 108

那覇市 758 228 381 156 109

大雨特別警報基準目安(2019.5.8現在)
都市名

発　表　日 府県予報区 対象となった現象

H25年9月16日 京都府,滋賀県,福井県 台風18号による大雨
H26年7月7日 宮古島地方, 猛烈な台風8号の接近予想
　　　　　～9日 沖縄本島地方 暴風,大雨,波浪,高潮
H26年7月9日 沖縄本島地方 台風8号による大雨
H26年8月9日 三重県 台風11号による大雨
H26年9月11日 石狩･空知・胆振地方 大気不安定による大雨

栃木県,茨城県,
宮城県

H28年10月3,4日 沖縄本島地方 猛烈な台風18号の接近
H29年7月5日 島根県,福岡県,大分県 平成29年7月九州北部豪雨
H30年7月5日 福岡県,佐賀県,長崎県
　　　　　　～8日 広島県,岡山県,鳥取県

兵庫県,京都府,岐阜県
愛媛県,高知県

R1年7月20日 長崎県(五島・対馬) 台風5号による大雨
R1年8月28日 佐賀県,福岡県,長崎県 令和元年8月豪雨

H27年9月9,10日
平成27年9月関東･東北豪雨
(台風18号関連)

平成30年7月豪雨
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4.7 河川を対象とした洪水予報(指定河川洪水予報) 
 

気象庁が単独で行う洪水注意報・警報の他、国土交通省の機関と気象庁が共同して河川を指定して行

う洪水予報と、都道府県と気象庁が共同して河

川を指定して行う洪水予報がある。気象庁が単

独で行う洪水注意報・警報は、降雨の状況を予測

して行いるが、河川管理部署と共同で行う洪水

予報は河川の水位や流量を示して行う。洪水予

報では、水位の状況により、下表のような標題を

つけて発表する。標題を見れば、水位の状況と避

難判断等が判るようになっている。右図は関東

地方の洪水予報指定河川で、地図で示した河川

が、国土交通省と共同で行うもので、囲みに示し

た河川名は都県と共同で行うものである。 

 

 
 

5 台風 
 
5.1 台風災害事例(平成 30年台風第 21 号による暴風・高潮被害) 
 平成 30年台風第 21号により、大阪湾では高潮被害が発生した。南鳥島近海で発生した台風第 21号

は、日本の南を北西に進み、9月 3日には向きを北寄りに変え、4日 12時頃に非常に強い勢力で徳島

県南部に上陸した。その後、4日 14 時頃には兵庫県神戸市に再び上陸し、速度を上げながら近畿地方

を縦断し、日本海を北上、5日 9時には間宮海峡で温帯低気圧に変わった。台風の接近・通過に伴っ

て、西日本から北日本にかけて非常に強い風が吹き、非常に激しい雨が降った。特に近畿地方では、

関西空港では最大風速 46.5m/s、最大瞬間風速 58.1m/sを観測した。また、大阪市では最高潮位が

329cm、兵庫県神戸市では同じく 233cm など、過去の最高潮位を超える高潮が発生した。これら暴風や

高潮の影響で、関西国際空港の滑走路の浸水をはじめとして、航空機や船舶の欠航、鉄道の運休等の

交通障害、断水や停電、電話の不通等ライフラインへの被害が発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベル 標題 水位名称 または状態 

レベル５  はん濫発生情報 状態：はん濫発生 

レベル４  はん濫危険情報 はん濫危険水位 

レベル３  はん濫警戒情報 避難判断水位 

レベル２  はん濫注意情報 はん濫注意水位 

レベル１  （発表はしない） 水防団待機水位 

台風 21 号経路図 

9 月 4 日 9 時 

最大風速分布 
大阪港潮位偏差図 

大阪港実測潮位図 最高潮位 
329cm 

最大潮位偏差 
277cm 
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5.2 台風の基礎知識 
 台風は北西太平洋の熱帯域に発生する熱帯低気圧の中で、最大風速が 17m/s以上の強い勢力のもの

を指す。地球上の熱帯海域の中で、北西太平洋域での熱帯低気圧の発生が全体の 4割近くを占める多

発地域である。下図は、1979-1988年までの 10年間に発生した台風とその仲間の経路を示したもの。 

   
 台風は北西太平洋域に発生する熱帯低気圧のうち、最大風速が 18m/s 以上になったもので、年間で

約 26 個の台風が発生し、約 11 個の台風が日本から 300km 以内に接近し、約３個が日本に上陸してい

ます。台風発生の経年変化を見ると、数十年周期の変動が見られ、近年は発生数の少ない時期から次

第に増加の傾向を示しているようにも見えるが、明らかに増加しているとは言えない。 
月々の発生・接近・上陸数ともに、7 月から 10 月が多くなっ

ている。台風は熱帯の海域で海水温度が 27℃以上のところで発

生すると言われており、海水温が高い時期と発生数の多い時期

が一致している。ただ、最近では 5 月、6 月や 11 月に日本に接

近する台風が多くなっている。 
台風は、春先は低緯度で発生し、西に進んでフィリピン方面

に向かうものが多いが、夏になると発生する緯度が高くなり、

右図のように太平洋高気圧のまわりを回って日本に向かって北

上する台風が多くなる。８月は台風を流す上空の風が弱いため

に台風は不安定な経路をとることが多く、９月以降になると南

海上から放物線を描くように日本付近を通るようになる。この

とき秋雨前線の活動を活発にして大雨を降らせることがある。 
台風の北上に先立って日本付近に前線が停滞しているとき

は、大雨に対しても警戒が必要となる。 
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台風情報で用いられる用語についても覚えておくこと。台風によっては、「大型で強い」といった表

現をする場合がある。この台風の大きさや強さは、一定の基準を超えた台風について示しており、そ

の基準に達しない場合は表現しない。 

 

 

5.3 台風による災害 
 台風によって引き起こされる災害には、風害、水害、高潮害、波浪害などがある。もちろん、これ

らは単独で発生するだけではなく、複合して発生し大きな被害となることがある。日本に大きな被害

を与えた台風の例として、昭和 9 年の室戸台風、昭和 34 年の伊勢湾台風は主に高潮により大きな被害

が出た。昭和 33 年の狩野川台風、平成 16 年台風 23 号、平成 23 年台風 12 号は大雨により大きな被

害が出た。また、昭和 29 年洞爺丸台風は暴風と高波により大きな被害が出た。 
 ここでは、特に高潮のメカニズムについて述べる。 
 台風に伴う風が沖から海岸に向かって吹くと、海水は海岸に吹き寄せられて「吹き寄せ効果」と呼

ばれる海岸付近の海面の上昇が起こる。この場合、吹き寄せによる海面上昇は風速の２乗に比例し、

風速が２倍になれば海面上昇は４倍になる。特にＶ字形の湾の場合は奥ほど狭まる地形が海面上昇を

助長させるように働き、湾の奥ほど海面が高くなる。  
 また、台風が接近して気圧が低くなると海面が持ち上がる。これを「吸い上げ効果」といい、外洋

では気圧が１hPa 低いと海面は約１cm 上昇する。例えばそれまで 1000hPa だったところへ中心気圧

が 950hPa の台風が来れば、台風の中心付近では海面は約 50cm 高くなり、そのまわりでも気圧に応

じて海面は高くなります。  
 このようにして起こる海面の上昇を高潮と呼び、天文潮位との差を潮位偏差と呼ぶ（実際の潮位＝

天文潮位＋潮位偏差）。 
 

 

 

  

吸い上げ効果 

高潮の発生要因は、気圧低下による「吸い上げ効果」と、風の吹き寄せによる「吹き寄せ効果」に、波による打ち上

げ高も関係する。強い台風ほど気圧が低く、風が強くなるので、高い高潮が起こり易くなる。また、高潮の起こりや

すい場所は地形・海底地形に関係が深く、かつ、台風の進路と港湾の形状によっても高潮の規模に影響を与える。 

気圧低下による吸い上げ効果の模式図 

低い気圧の台風

ほど、吸い上げ

効果が大きい 

陸に向かって強い風が持続するほど効果が高まり、

風速が強まるとより大きな効果が表れる。 

台 風 

吹き寄せ効果 高潮が危険な場所 
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5.4 台風に関する情報 
 日本列島に台風が接近すると、気象庁から台風に関する情報が次々と発表される。情報の有効な活

用を図るためには、どのような情報があり、どう活用すべきかを知ることが大切である。 
 気象庁では北西太平洋域(南シナ海を含む)を常時監視しており、この海域内で台風が発生すると、

「台風発生のお知らせ」を発表する。台風に関する情報は、日本列島に影響が予想される状況になる

までは、船舶や航空機向けに 3 時間間隔で現在位置と進路や強度の予報を発表する。3 時、9 時、15
時、21 時には、5 日先までの進路予報と台風強度予報を発表し、中間の 0 時、6 時、12 時、18 時には

24 時間先までの進路予報と強度予報を発表する。 
 通常、日本列島への影響が懸念されるようになると、台風に関する情報を 3 時間または 1 時間毎に

現在の台風の状況を発表して警戒を喚起し、3 時間毎に 24 時間先までは 3 時間刻みの台風予報を発表

する。気象庁がこうした台風情報の発表を始めると、各テレビ局等では、台風情報を放送する。 
 地元の気象台では、気象庁が発表した台風の進路と強度の予報を参考に、それぞれの担当予報区に

対して、注意報・警報の発表、気象情報の発表を行っている。台風の進路予報と共に地元気象台が発

表する情報や注意報・警報で警戒すべき事項や時期を確認して行動して欲しい。 

 
5.5 台風予報図 
【実 況】 台風の実況の内容は，台風の中心位置，進

行方向と速度，中心気圧，最大風速（10 分間平均），

最大瞬間風速，暴風域，強風域を図と表で示す。 
台風予報図の表示要素 
中心位置： ×印で示す。 
暴風域： 風速 25㎧以上の暴風の吹く領域を円で表

す。この範囲内では常に 25 ㎧以上の暴風が吹くわ

けではない。左右が非対称な場合は、台風中心と暴

風域の中心はずれる。 
強風域： 風速 15 ㎧以上の領域を円で表す。左右が

非対称な場合は、台風中心と暴風域の中心はずれ

る。強風域は表現しないことがある。 
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【予 報】 各予報時刻の台風の中心位置（予報円），中心気圧，最大風速，最大瞬間風速，暴風警戒域

を図と表で示す。 
予報円： 台風の中心が到達すると予想される範囲を破線の円で表す。予報した時刻にこの円内に台

風の中心が入る確率は 70％である。 
予報中心線： 予報中心点を結ぶ線で、台風が進む可能性の高いコースを示すが、必ずしもこの線に沿

って進むわけでないことに注意すること。 

暴風警戒域： 台風の中心が予報円内に進んだ場合に暴風域に入るおそれのある範囲を円で表す。予報

円、暴風警戒域を全て円で表示すると図が煩雑で見づらいことから、それぞれの円を包絡線で結んで

示す事もある。それぞれの暴風警戒域を包む形で示すこの線は、台風の中心が予報円内に進んだ場合

に最長の予報時刻までに暴風域に入るおそれのある範囲全体を示す。  
【24 時間詳細予報図】 24時間先までの 3時間刻みの台風予報図 
 日本付近に台風が近づくと、偏西風

の影響を受けて移動速度が速くなるこ

とがある。12 時間刻みの進路予報で

は、自分の地域に、いつ一番接近する

かがわからなかった。これを分かり易

くするために、24 時間先までは 3 時間

刻みの予報を発表するようにしまし

た。3 時間刻みになるため、予報円の重

複を避け、6 時間刻み予報円のみ表示す

ることがある。また、3 時間刻みの予報

中心とそれぞれの予報円を囲む曲線で

示すこともある。  
 
5.6 予報区毎の暴風域に入る確率の時間変化図 
 平成 21 年台風第 18 号の暴風域に入る確率を台風の進路に当たる地域の県庁所在地域の台風の暴風

域に入る確率の時間変化図を図中に示したものである。それぞれの地域のグラフは、ピークの時間や

ピークの大きさは違うが、一般的には図のような山型の分布を示す。この山の一番高くなる時間帯前

後に、台風はその地域に最も接近する可能性が高いことを示している。確率が急激に高くなる時間帯

が暴風域に入る可能性が高く、急激に減少する時間帯が台風の暴風域から抜ける時間帯に当たると読

める。 
 予報時間が長くなると、予報の精度が劣化することから、常に新しい情報で確認する必要がある。 
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6 雷や竜巻などの激しい突風に関する情報 
気象庁は平成 20 年 3 月 26 日から、竜巻注意情報の発表を始めた。また、平成 22 年 5 月 27 日から、

竜巻発生確度ナウキャストと雷ナウキャストの発表も始めた。 
竜巻注意情報は、積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対して注意を呼

びかける気象情報で、雷注意報を補足する情報として発表する。この情報の有効期間は 1 時間で、解除

は行わない。発生の可能性が続く場合は続報を発表する。一方、竜巻発生確度ナウキャストは、竜巻等

の激しい突風の発生の可能性があるかをドップラーレーダーによる観測と数値予報の予想結果を使っ

て、竜巻の発生しやすい状況になっている場合に発表するものである。 
竜巻などの激しい突風に対する気象情報は、発生の可能性に応じて段階的に発表する。半日～1 日程

度前には県域を対象とした気象情報で「竜巻などの激しい突風のおそれ」と明記して注意を呼びかける。

そして数時間前には雷注意報でも「竜巻」と明記して突風に対する注意を呼びかける。さらに、ドップ

ラーレーダーによる観測等から、今まさに、竜巻、ダウンバースト等の激しい突風が発生しやすい気象

状況になったと判断したときに竜巻注意情報を発表する。 
激しい突風をもたらす竜巻などの現象は、発現時間が短く、発現場所も極めて狭い範囲に限られ

る。竜巻注意情報では、具体的な地域名等を示さず発表するが、合わせて発表される竜巻発生確度ナ

ウキャストでは、竜巻等の激しい突風の起こる恐れについて発生確度を 2 段階に分けて、10km 格子

に区分けして、10 分刻みで 1 時間先までの予想を行う。しかし、この発生確度は、発生確度 1 では 1
～5%程度、発生確度 2 でも 5～10%です。このため、竜巻注意情報が発表されても必ず竜巻などの突

風に遭遇するとは限らない。 
竜巻注意情報が発表された場合には、まず周囲の空の状況に注意を払うこと。さらに、空が急に真

っ暗になる、大粒の雨が降り出す、雷が起こるなど、積乱雲が近づく兆候が確認された場合には、頑

丈な建物に避難するなどの身の安全を図ること。また、人が大勢集まる屋外行事や高所作業のよう

に、避難に時間がかかると予想される場合には、気象情報や雷注意報にも留意し早めの避難開始を心

がけてほしい。 

 
新しく始めた雷ナウキャストは、現在雷が起こっている状況若しくは、何時雷が起こってもおかし

くない状況の場合に発表する情報である。雷の発生の有無は雷位置評定システムで観測している。ま

た、今にも雷が起こるかも知れない状況は、レーダーと数値予報資料から求めている。この情報は、

レーダー・降水ナウキャストと同じ 1km 四方毎について、雷の活動度を監視し、10 分毎に 10 分刻み

で 1 時間先迄の予想を行うものである。 
次ページに竜巻発生確度ナウキャストと雷ナウキャストの説明図を示す。 
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茨城県つくば市など

で竜巻 2012 年 5
月 6 日 12 時 40 分 

左：降水強度(レーダーエコー図(降水ナウキャストの初期値) 
中：竜巻発生確度ナウキャストの初期値図 黒丸で囲んだ部分で竜巻が発生している。 
右：雷ナウキャストの初期値図 

←竜巻発生時の衛星画像 

6 日 12 時 40 分頃観測 

発達した積乱雲があり、その南端付近で

竜巻が発生した。 

竜巻を捕えた画像  → 

NHK テレビ画面 
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 (参考資料) 雨の強さ、風の強さの表現 
気象台が発表する気象情報や、テレビでの天気予報等で、雨の強さや風の強さの解説に用いている。 
 
 
 

平均風速
(m/秒)

10以上～
15未満

20以上～
25未満

30以上～
35未満

35以上～
40未満

40以上

おおよそ時速 ～50km ～90km ～125km ～140km 140km～

予報用語 やや強い風

速さの目安

人への影響
風に向かって歩きに
くくなる。
差がさせない

屋外・樹木の
様子

樹木全体が揺れ始
める。
電線が揺れ始める。

走行中の車

吹き流しの角度が
水平になり、高速運
転中では横風に流
される感覚を受ける

建造物の被害 樋が揺れ始める

外装材が広範
囲にわたって飛
散し、下地材が
露出するものが
ある。

住家で倒壊する
ものがある。
鉄骨構造物で変
形するものがあ
る。

おおよその瞬
間風速

猛烈な風

15以上～
20未満

～70km

一般道路の自動車

25以上～
30未満

～110km

高速道路の自動車 特急電車

強い風 非常に強い風

風に向かって歩けな
くなり、転倒する人も
でる。
高所での作業は極め
て危険

何かにつかまっていないと立っ
ていられない。
飛来物によって負傷する恐れ
がある。

屋外での行動は極めて危険

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が外
れ始める。

細い樹木の幹が折れたり、根の張っていない木が倒れ始め
る。
看板が落下・飛散する。　道路標識が傾く。

多くの樹木が倒れる。

高速運転中では、横
風に流される感覚が
大きくなる。

通常の速度で運転するのが困
難になる。

走行中のトラックが横転する。

屋根瓦・屋根葺材が飛散するも
のがある。
固定されていナスプレハブ小屋
が移動、転倒する。
ビニールハウスのフィルムが広
範囲に敗れる。

屋根瓦・屋根葺材が
はがれるものがあ
る。
雨戸やシャッターが
揺れる

固定の不安定な金属屋根
の葺材がめくれる。
養生の不十分な仮設足場
が崩壊する。

20㎧ 30㎧ 40㎧ 50㎧ 60㎧ 70
㎧
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1

気象の知識
…防災気象情報の活用…

（株）ハレックス 参与
元気象庁予報課長 市澤 成介

第25回 河川情報取扱技術研修
会 場： 一般財団法人 河川情報センター 会議室
期 日： 2019年10月17日

配布資料は、顕著気象現象が起こったとき、各種情報の使い方や
意味等を確認できるよう、まとめてある。

今日の講義は、配布資料の一部と顕著現象について解説する。

2

近年の豪雨の特徴

近年、大雨のたびに記録的とか、過去に経験のないといっ
た言葉が聞かれる。

激しい現象が増加しているのだろうか。

観測資料から見ると次のような特徴が見られた。

特徴１ その地方にとって記録的降雨が多い

特徴２ 一日200mm超の大雨は年々の変動が大きいが、僅
かな増加傾向にある

特徴３ 短時間強雨が増加傾向にある

令和元年台風第19号 13都県に特別警報発表
10日～13日

総雨量

18時

21時

15時

13日0時

19時前伊豆
半島上陸

記録的大雨の要因

◎北側の雨域が関東山地
の地形効果により強化。

◎動きが比較的遅く、降雨
が持続。

土砂災害危険度

12日16時

0
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800

1000

0

20

40
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80

100

7
11

10 13 16 19 22 1
12

4 7 10 13 16 19 22

2019年10月11日～12日 台風19号 箱根

時間雨量
積算雨量

1時間雨量 85.0㎜
24時間雨量 942.5㎜

浸水害危険度 洪水危険度

12日9時

12日18時 12日22時

令和元年台風第19号 13都県に特別警報発表

5

平成30年7月豪雨(西日本各地に大雨特別警報)

浸水害危険度土砂災害危険度

洪水害危険度

6

平成29年7月九州北部豪雨 福岡･大分特別警報

0
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700
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900

0
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140

4
5

7 10 13 16 19 22 1
6

4 7 10 13 16

時間雨量

積算雨量

1時間最大雨量
124.0㎜

24時間最大雨量
829.0㎜

朝倉市北小路公民館の降雨経過

土砂災害危険度 浸水害危険度

洪水害危険度

12時～20時
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7
豪雨の特徴1 その地方にとって記録的降雨が多い

現　象　名 　　観　測　所 日降水量 従来比

平成10年8月栃木･福島豪雨 栃木県 那須町 ６０７.0㎜ 3.0倍

平成12年9月東海豪雨 愛知県 東海市 ４９２.0㎜ 2.0倍

平成16年7月新潟・福島豪雨 新潟県 栃尾市 ４２１.0㎜ 2.5倍

平成16年7月福井豪雨 福井県 美山町 ２８３.0㎜ 2.2倍

平成25年8月秋田・岩手豪雨　　 秋田県 鹿角市 ２９３.0㎜ 2.1倍

平成27年10月台風第23号 北海道 紋別町 １９２.0㎜ 2.2倍

平成29年7月九州北部豪雨 福岡県 朝倉市 ５１６.0㎜ 2.4倍

令和元年台風第19号 埼玉県 ときがわ町 ５７２.０㎜ 2.0倍

従来の最大日降水量の２倍を超えた豪雨の例

気象等の特別警報の発表事例

赤字事例は 暴風、大雨、高潮、波浪の特別警報を発表。他は大雨特別警報

発　表　日 府県予報区 対象となった現象
H25年9月16日 京都府,滋賀県,福井県 台風18号による大雨
H26年7月7-9日 宮古島地方,沖縄本島地方 猛烈な台風8号の接近
H26年7月9日 沖縄本島地方 台風8号による大雨
H26年8月9日 三重県 台風11号による大雨
H26年9月11日 石狩･空知・胆振地方 大気不安定による大雨
H27年9月9-10日 栃木県,茨城県,宮城県 平成27年9月関東･東北豪雨
H28年10月3-4日 沖縄本島地方 猛烈な台風18号の接近
H29年7月5日 島根県,福岡県,大分県 平成29年7月九州北部豪雨
H30年7月5-8日 福岡県,佐賀県,長崎県,広島県

岡山県,鳥取県,兵庫県,京都府
愛媛県,高知県,岐阜県

R1年7月20日 長崎県(五島・対馬) 台風5号による大雨
R1年8月28日 佐賀県,福岡県,長崎県 令和元年8月豪雨
R1年10月12-13日 静岡県,神奈川県,東京都

埼玉県,群馬県,栃木県,茨城県
長野県,山梨県,新潟県
福島県,宮城県,岩手県

平成30年7月豪雨

台風19号による大雨
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1989-1998
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2009-2018
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日雨量200㎜以上の大雨発生数の経年変化
(1000地点当り)200㎜以上

死者・不明
線形 (10平均)

回

赤棒グラフ： 風水害による死者・行方不明者数

名

豪雨の特徴2 一日200mm超の大雨は年々の変動
が大きいが、僅かな増加傾向にある

0

50

100

150

200

250

300

350

400

1976 1981 1986 1991 1996 2001 2006 2011 2016

1時間50mm以上の年間発現数（1000地点当り）

発生数

前10年平均

線形 (発生数)

2009-2018
239.3回

1999-2008
231.5回

1989-1998
190.0回

1979-1988
174.6回

豪雨の特徴3 短時間強雨が増加傾向にある

11
短時間強雨や豪雨が多くなる理由は

地球の温暖化が関係しているといわれる。

気温が高くなれば、空気中に含
まれる水蒸気量が増加する

53 南紀豪雨
57 諫早豪雨
58 狩野川台風
59 伊勢湾台風

気温変動が階段状と見える。

これは、数十年周期の変動も
重なっているかもしれない。

年降水量変化にも多雨期と小
雨期がみられる。

12

豪雨の予測の現状

このような激しい現象の予測は可能か

気象の予測を行うには、気象現象の振る舞いを知る必要が
ある。観測手段は台風・低気圧などの動きを捉える全球規
模の観測と詳細な雨の分布を捕らえる観測がある。

次に、大雨現象の解析に基づき、大雨現象の予測を行う。
その予測手段は、数値予報モデルを用いた台風・低気圧の
振る舞いの予測と、降水短時間予報を用いた詳細な降水の
予測の２つの手段を用いる。
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観測手段① 台風や低気圧の動向の把握は、気象衛星観
測や地上・高層観測による

13 14

アメダス

レーダー

1km格子の1時間雨量を30分毎に作成

解 析 雨 量

観測手段② 詳細な降水分布の把握はレーダーとアメダス

15予測手段① 台風大雨をもたらす気象現象の予測
(数値予報で気象じょう乱の動向把握)

数値予報は、物理学の方程式により、風や気温などの時間変化を計算して将来の
大気の状態を予測する方法。地球大気を格子状に細かく覆い、その一つ一つの格
子点の気圧、気温、風などを求めて、その変化を予測する。数値予報モデルでは、
大気の流れ（風）をはじめ、水蒸気が凝結して雨が降ること、地面が太陽に暖められ
たり冷やされたりすることなど、さまざまな現象が考慮されている。

16
予測手段① 台風大雨をもたらす気象現象の予測

(数値予報で気象じょう乱の動向把握)

17

台風1821号予想 2018年8月29日21時初期値

20km×20km
格子、60層で

全球大気の動
きを計算。

FT=132 9月4日9時

12時頃徳島南部上陸

数値予報モデルによる予測例
18

66
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台風進路予報の精度の経年変化
24時間予報

48時間予報

72時間予報

4日予報

5日予報

km

km 2018年
の精度

台風進路予報の精度の経年変化
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19

結
合

降水６時間予報

実況補外

新しい雨域の発生
等の取り込み

1kmx1km格子の6時間先までの1時
間雨量分布を30分間隔で発表。

解析雨量

数値予報モデル

予測手段② 場所・時間を特定した詳細な大雨予測
(降水短時間予報・降水ナウキャスト)

降水15時間予報降水15時間予報

明朝迄の強雨域の変化が読
め、事前対策の参考に活用

台風19号に伴う雨域
11日22時初期値

21

大雨時の気象情報

気象台では、大雨により土砂災害や洪水災害の発
生の恐れがあると予想される場合には、大雨や洪
水に関する注意報・警報、気象情報等を発表し、
注意・警戒を呼び掛けています。情報の発表のタ
イミングや情報の種類等の理解を深め、防災活動
に効果的な活用をしてください。 大雨に関する気象情報(状況変化を伝える)大雨に関する気象情報(状況変化を伝える)

大雨に関する気象情報(大雨の発現を予告)大雨に関する気象情報(大雨の発現を予告)

気象現象の経過 気象台の発表する注意報・警報、情報

大雨の可能性
が高くなる

大雨の半日
～数時間前 大雨注意報(大雨警報の予告あり)

大雨により災害の発生の恐れあり。注意喚起
雨が強さを増す

大雨警報(土砂災害)
重大な災害の恐れあり。警戒を呼びかけ

大雨の数時間

～１,２時間前

大雨が激しさ
強さを増す

レベル１

レベル２

レベル３相当

大雨の数日

～約１日前 早期注意情報(警報級の可能性)
台風･低気圧･前線等の大規模な現象に伴う大雨を予想

警戒レベル

大雨に関する気象情報(状況変化を伝える)大雨に関する気象情報(状況変化を伝える)
高齢者等は

避難

切迫度に応じた警報・注意報、情報の発表(土砂災害)

記録的
な大雨
出現 記録的短時間大雨情報

極めて激しい短時間の大雨が記録された場合に発表

土砂災
害の危
険性が
高まる

土砂災害警戒情報
土砂災害に警戒を要する市町村を特定し県と共同発表

大雨が一層
激しくなる

大雨に関する気象情報 (状況変化を伝える)

文章形式と図形式の情報の使い分け

大雨に関する気象情報 (状況変化を伝える)

文章形式と図形式の情報の使い分け

気象現象の経過 気象台の発表する注意報・警報、情報

大雨警報(土砂災害)
重大な災害の恐れあり。警戒を呼びかけ

大雨が激しさ
強さを増す

過去に経験の
ない大雨の出現
(広い範囲で数十年

に一度の大雨))

大雨特別警報(土砂災害)
重大な災害の恐れが著しく大きい状況。厳重な警戒を呼

びかけ

大雨特別警報(土砂災害)
重大な災害の恐れが著しく大きい状況。厳重な警戒を呼

びかけ

レベル４相当

警戒レベル

レベル３相当

レベル５相当

高齢者等は
避難

避難勧告

避難指示

5日先までの警報級の可能性を発表

警戒レベル１
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警報・注意報
警戒レベル３相当

26

土砂災害警戒情報

この情報は、土砂災害の防
止・軽減のため、大雨による
土砂災害の危険度が高まった
時に発表するもので、市区町
村長が防災活動や住民への避
難勧告等の災害応急対策を適
時・適切に行えるよう支援す
ることや住民の自主避難の判
断に利用してもらうことを目
的としている。都道府県と各
地気象台が共同で発表するも
ので、市町村に伝達するとと
もに、報道機関の協力を得て
都道府県民の周知を図る。

警戒レベル４相当

27
大雨特別警報の発表 (長野県佐久市の例)

警戒レベル５相当

28
気象等の特別警報の概要

29

都市名
大雨特別警報基準目安(2018.3.8現在) 大雨警報 大雨注意報

48時間雨量 3時間雨量
土壌雨量指
数

土壌雨量指
数

土壌雨量指
数

札幌市 236 90 138 131 77

仙台市東部 358 135 232 101 80

新宿区 372 166 247 180 127

新潟市 316 129 205 119 89

名古屋市 422 186 260 130 92

神戸市 388 138 239 123 88

広島市 397 151 250 108 82

高知市 1062 245 437 243 184

福岡市 459 191 261 144 100

鹿児島市 502 179 285 150 108

那覇市 766 230 384 156 109

大雨特別警報の目安 主な地域の50年に1度の値 大雨による災害の危険度の情報
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土砂災害発生の危険度を5段階に判定した結果を表示。危険度の判
定は、2時間先までの土壌雨量指数を用い、警報基準、土砂災害警戒
情報の発表基準の超過を判定して表示。5km格子。

土砂災害警戒判定メッシュ情報
(大雨警報(土砂災害)の危険度分布)

大雨警報（浸水害）が発表されたときに、どこで危険度が高まるかを面
的に表示。１時間先までの表面雨量指数の予測値が大雨警報（浸水
害）等の基準値に到達したかどうかで、危険度を５段階に判定し、色分
け表示。 1km格子

大雨警報(浸水害)の危険度分布

指定河川洪水予報発表対象ではない中小河川の上流域に降った雨
による洪水害発生の危険度の高まりの予測を表示。どこで洪水の危
険度が高まるかを面的示す。３時間先までの流域雨量指数の予測値
を用い、危険度を５段階で色分け表示。河川毎。

洪水警報の危険度分布

土砂災害降水・雷

浸水害 洪水害

災害の危険度分布（平成29年九州北部豪雨の例）

35

●気象庁が単独で行う洪水警報・注意報
対象予報区内の不特定河川を対象

●気象庁と国土交通省又は都道府県の機関と
共同で行う洪水予報

指定された河川の区間を決めて、気象台は雨量を国土交
通省又は都道府県の機関は水位又は流量を示し発表

洪水等に関する防災情報

(本文以下略)

○○川はん濫発生情報

○○川はん濫危険情報

○○川はん濫警戒情報

○○川はん濫注意情報

洪水予報レベル

久慈川

那珂川

利根川
荒川

多摩川
鶴見川

相模川

【神奈川県】
相模川中流
酒匂川

【茨城県】
桜川

【埼玉県】
新河岸川
綾瀬川中流
芝川・新芝川

【
栃
木
県
】

逆川 田川 五行川 秋山川
思川 箒川 余笹川 永野川
那珂川上流部小貝川上流部
黒川 姿川 袋川 荒川 蛇尾川

【東京都】
神田川、目黒川
渋谷川・古川

【山梨県】
塩川 荒川

【群馬県】
石田川

関東地方の洪水予報指定河川
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台風に関する防災情報

令和元年台風19号

38

台風1821号
9月4日12時頃
徳島県阿南市付
近に上陸
中心気圧955㍱
非常に強い台風

平成30年台風第21号 暴風･高潮被害発生

大阪

329㎝ 台風1821号

既往最高潮位

293ｃｍ 第2 室戸台風

神戸

233㎝ 台風1821号

既往最高潮位

230㎝ 第2 室戸台風

大阪湾で記録的な高潮が発生

大阪
既往最高潮位
第2室戸台風時警報基準

注意報基準

実測潮位

天文潮位

大阪

潮位偏差

神戸

潮位偏差

神戸

警報基準

注意報基準

実測潮位

天文潮位

既往最高潮位
第2室戸台風時

4
0

和歌山

146cm

大阪

277cm

神戸

181cm

白浜

107cm

洲本

124cm

阿波由岐

152cm

台風1821号による
各地の潮位偏差

41

潮位 ＝ 天文潮位 ＋ 潮位偏差

潮位： 基準面から計った海面
の高さで、波浪など短い周期
の変動を除去したもの。気象
情報では「標高」で表す。

天文潮位： 気象の影響は含
まれない月や太陽の引力等
により生じる海面の変動。

潮位偏差： 気象などの影響を
受けた実際の潮位と天文潮
位との差。潮位偏差の最大値
(最大偏差)は、現象の規模を
表すのに適している。

最大偏差(高潮)

天文潮位

実測潮位

最高潮位

副振動

潮位に関する用語

引力
地球

遠心力
月

高潮は、台風や発達
した低気圧に伴う気圧
降下と、暴風のため海
面が異常に上昇する
現象をいう。

高潮発生のメカニズム
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43

高潮の危険なところは
44

超 大 型

800㌔

大 型

表現しない

500㌔
中心

800㌔を越える大きさ

台風の大きさは、強風の
影響域を示すもの。大型、
超大型の台風は、日本
列島全域に影響を及ぼ
すことが多い

（風速毎秒15㍍以上の半径）

台風の大きさの分類

45

注） 台風の最大風速は毎秒○○㍍を用いる。時速に換算すると、

毎秒10㍍＝時速３６㌔、毎秒25㍍＝時速90㌔、毎秒50㍍＝時速180㌔となります。

猛 烈 な

非 常 に 強 い

強 い

17㍍

弱い熱帯低気圧

25㍍

33㍍

44㍍

毎秒
54㍍

台風の強さの分類

強
さ
階
級
分
け
の
最
大
風
速
値

熱 帯 低 気 圧
10㍍

20㍍

30㍍

40㍍

50㍍

毎秒
60㍍

15㍍

25㍍

最 大 風 速

時速
216㌔

180㌔

90㌔

144㌔

108㌔

72㌔

54㌔

36㌔

鉄塔の倒壊も起こる

大抵の木造家屋が倒壊する

屋根が飛び、小石が飛ぶ

瓦が飛び、TVｱﾝﾃﾅが倒れる

風に向かって歩けない

傘がさせない

雨戸が外れ家が倒れることあり

風 速 と 被 害 の 状 況

車の運転続行は危険

台風の強さの分類と風の状況
46

台風第0422号台風第0423号

8日15時19日3時

非常に強い超大型

950hPa

920hPa

中心近傍で急激な変化広範囲に強風・暴風の影響

1000hPa 1000hPa

台風の強さと大きさを示す例(0422号と0423号)

47

Ｌ

台風発生
上陸5日前

上陸3日前

接近1日程前

温帯低気圧に変わる

上陸

通過

台風5日予報に留意

台風進路予報に留意

暴風域に入る確率、警報
級の可能性のチェック

台風進路・強度予報の確認
雨風等の防災事項の確認
警報・情報等に留意

台風発生情報

上陸・通過を伝える情報

1時間後の推定位置

台風情報（位置と進路予報）

台風情報（防災事項中心の情報）
暴風、大雨、高波、高潮等に関する防災上の
呼びかけ情報

暴風域に入る確率（2次細分毎）

警報・注意報・府県気象情報
担当気象台から雨・風・波等の影響度
合いの詳細 を発表

警報級の可能性

日本に影響する台風の場合

お住まいの地域への情報
温帯低気圧に変わっても、雨・風の影響がある
間は、警報・注意報、情報で、警戒を呼びかけ

切迫度に応じ発表される台風に関する情報

強風域:15m/s以上 黄円

暴風域:25m/s以上 赤円

過去経路 青線

実況位置 ×印

暴風警戒域 赤包絡線

予報円:70%確率円 白破線円

予報円中心 白点

予報中心線 白破線

台風予報図
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49
予報区別の暴風域に入る確率 発表例

50
台風に関する地方情報(図)

51

最後に一言。

各種の防災気象情報がどのよう
なものかを理解して、それぞれ
の情報をより効果的に活用して

ください。
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